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最近テレビの音が聞こえにくくなった！

年を重ねると、多くの方が経験されることで、「加齢性難聴」と
呼ばれます。

実は耳の中には、小さな「有毛細胞」という細胞がたくさん並ん
でいて、音を感じる働きをしています。

この細胞が、年をとると少しずつ傷んでしまい、特に高い音から
聞こえにくくなるんです。たとえば、子どもや女性の声が聞き取
りにくくなるのは、そのためです。

騒がしい場所での会話が難しいというのも特徴です。これは、周
囲の音と人の声を聞き分ける力が弱くなってくるからなんですね。

耳はちゃんと聞いていても、脳が「必要な音だけを選ぶ力」が衰
えてくるのです。
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では、どうすればいいのでしょうか？

まず大事なのは、「聞こえにくくなった」と気づいた
ら、がまんせずに耳鼻科で相談することです。

最近では、小さくて使いやすい補聴器も増えています
し、音の調整もしやすくなっています。

また、日ごろから人とおしゃべりしたり、音楽を聞い
たりして、耳と脳を元気に保つことも大切です。

使わない機能は、だんだん働かなくなってしまうんで
すね。
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耳は3つの部分に分かれています

まず、耳は「外耳」「中耳）」
「内耳」という3つの部分に分か
れています。

音は空気の振動として耳に入っ
てきます。

最初に外から音が入るのが「外
耳」、それを鼓膜でキャッチし、
耳の中の小さな骨「耳小骨（じ
しょうこつ）」が振動を内耳へ
と伝えます。
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内耳の役割

内耳には、「蝸牛（かぎゅう）」
というカタツムリのような形の器
官があり、ここに「有毛細胞」と
いう細かい毛のような細胞が並ん
でいます。

この細胞が音の振動をキャッチし
て、電気信号に変えて脳に届ける
んです。

年をとると、この有毛細胞が少し
ずつ減ってしまい、特に高い音が
聞こえにくくなります。これが
「加齢性難聴」です。
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Bing 動画

蝸牛（かぎゅう）のなかで有毛細胞を動かし
て、その信号を脳に送る

鼓膜の振動を、耳小骨に伝える

耳の中で音が伝わる過程、脳に信号を送る方法
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https://www.bing.com/videos/riverview/relatedvideo?&q=%e8%80%b3%e3%81%a7%e9%9f%b3%e3%82%92%e8%81%9e%e3%81%84%e3%81%a6%e3%81%84%e3%82%8b%e3%81%a8%e3%81%8d%e3%81%ae%e8%a7%a3%e8%aa%ac%e5%8b%95%e7%94%bb&&mid=DDD4FC5903182F0E45C9DDD4FC5903182F0E45C9&&FORM=VRDGAR
https://www.bing.com/videos/riverview/relatedvideo?&q=%e8%80%b3%e3%81%a7%e9%9f%b3%e3%82%92%e8%81%9e%e3%81%84%e3%81%a6%e3%81%84%e3%82%8b%e3%81%a8%e3%81%8d%e3%81%ae%e8%a7%a3%e8%aa%ac%e5%8b%95%e7%94%bb&&mid=DDD4FC5903182F0E45C9DDD4FC5903182F0E45C9&&FORM=VRDGAR


補聴器ってどう働くの？

聞こえづらさを助けてくれる道具が「補聴器」です。

補聴器は、小さなマイクで音を拾い、それを大きくして耳の中に届け
てくれます。

最近の補聴器はとても進化していて、雑音を抑えて人の声だけをはっ
きり聞こえるようにする機能や、テレビと直接つながるものまであり
ます。

「補聴器を使うのはまだ早い」と思われる方も多いのですが、聞こえ
ない時間が長いと、脳が音を理解する力そのものが弱まってしまうん
です。

だから、早めの装用がとても大事なんです。
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難聴と思ったら最
新情報「加齢性難
聴」 - きょうの健康

- NHK
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https://www.nhk.jp/p/kyonokenko/ts/83KL2X1J32/episode/te/M85YR6WR2M/
https://www.nhk.jp/p/kyonokenko/ts/83KL2X1J32/episode/te/M85YR6WR2M/
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https://www.nhk.jp/p/kyonokenko/ts/83KL2X1J32/episode/te/M85YR6WR2M/
https://www.nhk.jp/p/kyonokenko/ts/83KL2X1J32/episode/te/M85YR6WR2M/
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https://www.nhk.jp/p/kyonokenko/ts/83KL2X1J32/episode/te/M85YR6WR2M/
https://www.nhk.jp/p/kyonokenko/ts/83KL2X1J32/episode/te/M85YR6WR2M/
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骨伝導イヤホーンとは

耳をふさがず、音の振動を頭の骨（主に
頬骨やこめかみ）を通して内耳に伝える
仕組みのイヤホンです。

特徴
耳をふさがないので、周囲の音（車
音や人の声）を聞きながら音楽や
音声を楽しめる。

音は「振動」として骨を伝わって聞
こえるので、耳の鼓膜をあまり使わ
ない。

難聴の一部の人（鼓膜や外耳に問題
がある人）でも音が聞き取りやす
い場合がある。
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比較すると

普通のイヤホンは、

音の伝わり方：
空気の振動が鼓膜を 揺らし、

内耳に伝わる。

音質：
低音から高音までバランスよく

再生できる。
特に低音は迫力がある。

遮音性：
耳の穴をふさぐため、外の音が

入りにくく集中できる。

デメリット：
長時間使うと耳が蒸れる。

難聴リスク、大音量で使い続けると
鼓膜に負担。

骨伝導イヤホン

音の伝わり方：
イヤホンがこめかみや頬骨に振動を伝え、
それが骨を通じて内耳（蝸牛）に届く。

音質：
低音は弱めで、全体的に軽い音。高音や
音声（会話・ナレーション）は比較的
クリア。

特徴：
耳をふさがないので周囲の環境音が同時

に聞こえる。
デメリット：
音漏れが起きやすい。
音楽鑑賞にはやや物足りない。
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骨伝導イヤホンの便利な場面

ウォーキングやジョギング中音楽やラジオを聴きながらも、
車や自転車の接近音を聞き逃さないので安全。自転車に
乗っているとき法律で「周囲の音が聞こえる状態」が求め
られるので、骨伝導は適している。

料理や家事をしながらレシピ動画やオーディオブックを聴
いても、家族の呼びかけやインターホンにすぐ気づける。

職場での利用BGMや学習用音声を聴きながらも、同僚の声
を聞き逃さない。耳に疾患がある人外耳や鼓膜にトラブル
がある場合でも、骨を通して音が届くので補助的に役立つ。

長時間利用耳穴をふさがないので蒸れにくく、耳の中が痛
くなりにくい。

終わり
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